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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

  江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ミ鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・・推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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岡本こ1｝、日本ドボ7る戎打石び練訂㍍・腎わヒ
ヤリングということで始ま、ブニ砺穴て’すけ4しピ七、繰言す

あるいは繰言す学イ⑦｛⑦にっいてのあ話は、いヌフいろを

末生方ク＼らお伺いしト②で、ぐよう1ユ、 イの同エノ分野の

／って’ある杜机理宇、あるいド、産業へ・理学の方面で

⑦練計的手活、あるい1ユ、い少！広く、杜今詞・査、イ

ういづ十ソ日奈へ⑦導く、まllわ於辰について、ヤ
λ過、程にす“つと立ち分ってこら1しアて兼子禾圭にお話を伺

いナ1いヒ、思・・います。

兼チ～程学への承訂数理手八いいて、ノ）望字列呼ド
寺いろいろ乍づ＼野バあ1ノます、 イごて、率初に、ぺ程字

川・野〃に、紋写的、、あるいは練訂手法1怜方清バ入

ってきブて。lユどん宇分・野あ＼ヒいう話を、〆雑｛方で申し上

げトいとノ艮いま可。

ぺ理学刈ま川、区考ヤ物理学名の間1・1糾て．l
llので、最初1・ら数学い関係バわいあリまレ1・一、た

とえば感覚の問題で、・ウジバー・7エヒナ㍗泊則②
．よ’うに、感覚弁男／の問題亨軟式イ．巳しけハ1椅つマいく教

壇モデル的争『丸のバカ、合’り一ぐつ ていアてのて’す。 イ1レハ、

実・緊N理学の劣＼野のいろいろ索実．家0）作方午、実線レアく

データの歓量化φ問題について、い各・ク実ラ’込」んr～形て・、

精神物理学（サイっフ／ゾッフスい称／て、数理モデ

ルといラベ教程白竹取ク扱．い言下3二いく、カ咋ヅ丘

い“まいクましでて。

 寸う／つ巧小野は、初期の時パ⑦ぺ理学r、散理的方
拡を脊．厚マゼブて一番主与・3㍉一ブ｛ヒ艮いますバ、人の能

カの遺伝ぐ差異の研穴ヵ＼ら、知飛検査宇どのテヌト清バ
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於辰！てポてことでIす。

 このキうに、知覚、意覚⑦弁別問題と、叱う／つμ．

人の芹1い偶人差測定、仙い’ユ、今能旬間的押門関係

涌べるけの、い1つllリ育を帆理学、ゐ3い’は・「彦呉

～理学、とゲい打バ、1川’追加問題パ船ん／～・抑
バあソまして、ハτバ、Iいろいろ倉廠訂矛浦毛～、八1一㌧

て㍑しアニ。

 ～禍関心所わ・ら、知能②国チ説ヒい1⑦バ比7てま
す。1川アバカτの話でて1プし㍑、最初1ブ学看・
間て・論争バあソ、いるい．ろ㌻小所川4すバイごて開宥で

ト6レいラ形て＼相関劣＼析⑦ヤリ方バチんグん進んで’．で

ましでて。イしマ、サーズいヵ・ら始㍑い1っレ戸3国チ分

析汚バ発．辰し出し1て⑦．です。

 女しポトて、社分詞査的各一問題いら、測定尺度活バ

生まトマ㍑σ。仲は、1・理学の楊令ピは，実、瞭．N哩
力場合。マー測定ヒいう■七、「こちら⑦方バ大ポ・・．「こち

ら⑦方バ弱いJケとと、主観的ち一列歯丁、多量化していく問

題バあつアてわげですバ、牡令1・理学⑦か貯でほ、人／・q

主君艮的列断亨糸充老す的に尺理して、 ニベを尺ク室⑦ようを千

州当てμていく、ハ／仁尺産ジ缶バ炉／η7お
ります。

 二、ト打の雇開は、芽・次大学桐打ド社／マ汁ヒ
÷ろで万。こ1しを、重立つでて学序φ名前て“季I ｰ3と、最
初は、ウェーべ’、フ・ヒフト’、ヘル以木ルノみ・ピ。ヴ

ントH押問小杵／“らいまτはみ3⑦で万バ、7メりカ
ベ稼って、テ／ツテナーバ、実験勿いろいろ呑r手広をハ
τくめ。て人です。’

 ／8向幸二一’ノ、、イキ’リスで一、フランシス・コ“ルトンカぐ、
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人間・逐い研穴ぺ1州で、人一本む測定プ〔、1
トを家茶τ調べる大子㌣調査研穴をしまけ・、ハし？記

・念！て、・ンドパ学ピっ一1／1一ン研穴所。バつく小、

イの研穴所プ市の所長にピフゾノバ榊壬／ハr・。

 このい、ゴ1しトンの華子巧スヒ7キノ（〃一・9州
バ、同ビロソドソ欠字11在任／てお／、ピアンハヌビ

アマンは、大いに誘郎闘わゼぎし1・。スピアてハ早、

知わ褐関所穴汁／マけリま！lて。打て、・ヌ’ピアマ
I／の列位差汚J といって、・神関係数⑦簡／更柏育発明しτて

つ、叶窄に詳しい知能勿岡チ禍閏分・柳亨や。で（人て“す。

実fコ、広島穴琴い1冒大ω承援けリし、先付／多・
1ト1て、～理学小②舌．えの吉賀行義・和生は、天正／峠・／

い・ら大正1時3局打、アメりカヒイギ／スヘ留学プ

1し、和州／幸は7メ1カに、あ㍑・辛余用、ゴル
／ソ研穴所1て牌を循えて、ピ7ノン前モォ研穴室τ、館

計紋理1ラ各一資料分析を学げ1～れ1て。同1すに、同末学。

～程学敢室。ピアソノ敢援I・寸学び．侭。、㍑のエゴソ

・ビ7ソンはゴ’ルトン研穴所の助手書し1いア。ので、規

／／／11曲でザェゴ川菰訂家学肩けソましk。
 アメり力、で1ま、同ゼくゴル1一ソ研穴所て“育つτ・人に、

コ・ソビ’ A六字のキャテ1レ．バハます。側ま、アメり力

力差票へ理学、易3いは、テスー研穴のれ1作人物
です。 イニでサーズトンバI万っfてというこ一㌧に争ってお

1リす。

 イギリスで’は、 どちらわ＼ヒいう》知被の凋関々＼析バ主

1イーllつけ汀バ、7メ〔rは、応同巧㌻色彩バ弦く
余／、チヌ！研穴刈常ド産／一に～ま／マ、イで1ス
ヒはちょっと三皇つfて発／ま亨、 キャア’レのレニろでしてい
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汁けでデ
 寸一ストハいバぽ、ザネヤー移術大学パ身て“、
ゲ練赦樋七し、教学に縦1・つτてわ17て‘万バ、キャナ

ルれ1ノブて～理学け一・大城いて入て・す。イでリヌ

側マ“れで1こけ、アメリカで脊原寸引ていバまは
っマ戸マ、いわりっ3国手心祈という寸らバでく上バ・てて

といえましバ。

ザヌトソ勿因チ分所．朴τ・一・番碁午的ザ／ハい
わ1してい3乃バ「ベクターズ・才ブ・マインド■て“’ ｷべ、

二いく桝辛です。nピ／、牡朽司査舳・尺彦清を若い

仁「セ才リー・才ブ・7ティチユード・メゾペ1よントユ
1ユ／〃辛です。

 什以降毛いろいけ脊尿バあ3わけでLたけぱ
す一スト・の尺度か・ら「ヴ’ツーソ⑦尺度うを・バ圭ム

出刊しhは、・勃I後に入れ思いれ。あ5いμ、下一
スいれ1ろで妥大穴’朴hパ神1て一雄／しマセ
ブてという恵味では、／）哩測定g方法論・を毒入戊し、マ什

毛本に書いて青及寸ゼてて人kして功殖バ名3ヒ思う剛す、

アメリカではキ1レフォードですニギ1レフオ1ド1ま、毛ち

ろん新前1・ら～方⑦研穴を！てい打バ、仰バア・
ヒ浸透．しいは、むし硝側て八って1～と、思いまτ。

 イごて・ θ本τばと⑦よう㌻脈汲て．あっアてのトといク

こヒですバ、冒本刀心理学勿導入一けハを一ソ早い②ですバ、

索駿雌学バ本絆ラに始め｝hは、大正奇間ド八っ
て、松奈れ即雌バ・家人及び京欠1て1㌧理写実線室誉

っくつマ1・4でポわ「ぺ1里学ナ講■大正ノ峰い宇
一で・い3q相関小机吋伽くすでに近べI小マHます。
 既述しk古賀穴圭は一大正ψ辛の家人～理学⑦七号で、
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私奈先走φ弟チτ一あります。こ巧人バ、戦一前で．け、～理

学1てお・け3教程合うζ・チ活パ呂乍君て・易ク、ご白身て・実際

に研六七し、・発雇マ一しfて、一番すぐパ1人1三’と思い

ます一家大庭清写郡】学んで、大正9寺11移済学才に
けり、大正・・午に名言在高商の産業～裡学の講師ドか

／、林へ留学いて1つワでτ。

古対空の自叙によ／ますヒ、松谷え空1・ら、㌦理学
十請」に迩へ・レ八プ〈知縦の相関研穴そヤトヒいわト7、

卒業論文て・チバけ、大正ク年パ知育1朋関の一冊穴・をま

とめマ本けしましr・。二1川、、雌学滅1里幻研穴に
羊毛イめアて妨まクといラニとです・

 吉賀禾れ同期主で一乏に孜援11ま一／ましrて岡寺p踊瓜

柱まは、孜育κ理宇の与攻で、師ク千ピ秋育測定
活ユ という尽さ七け∴閤俸⑦方でけ、大〆竿茨木圭バ、

唱和ム寺にレ致育側圧匂原理及ピ方清一 を出しデて。 こ功

寺．パにくるヒ、孜育測定⑦小野巧本バ1・ケけてさマみ

1／ゴザ。ごバ、大正年代で1ゴ、3ピこ⑦方面⑦七の1仏
3／知／挽い吉賀禾主バ、「／い塁学研穴パービ巧雑柔

に載セていk程彦②寸のです。

私は、昭和3年に牽大～理学科にく多し．れで二。和の
ネ石管カ、ケ言乙すゑて’は一乃丈肩頑ゾ．疋泣glすズ、予均は二うおす、

鯛は11計幻3、触涌は・二1いうい～い1得
度の二！1ま、舶性卵倣帥同仰孜種カ・ザ講義を
聞いピ／、放わったク、奈千見でてソ！マ学ヅまし1・バ、

〔しのトベムヲアてハ毛、白フ雄に覚えていまセμ。

 当時バ理学τは、打つ、いわ巾け教例の解祈や稼・
定②方活は、曜和q姥享ソごろには、 8奈ひへ程学腎の

中に入、てい番小つで二といえれ思います。
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 吉賀走圭岬／外的です。／千チ毛ゴルい砺穴所ド留
学／11のバ大正／・ヤで、ニハ1川、ゴル1ン研穴所べ

最㌔盛い・時期τみ1リ！1二、ピ7ソソヒスピアマンハ、
Pシドン六字1てエペと七お・一で、来に押問分前的な測定一

問題を研穴して、見解L切立してい1て。互いに分析パ
清乏いろいろ変えマ諦幻闘わ／ていれい1室／、一 N時
バです。7ハカペサーストン初め多／の学者バ毒ま
一マい11㍍1ビ～と汁、禾室は留学していい）で
す。

 古賀気生は、字会の研穴発表は浮い千qバあクまダハ、

師1汁紹介書をお書汁ゲ字・いつ1て。／戸1寺（明神

ユ寺）パゴ1レト八人体測定学的責粁の畢レ審理に
ついて・を、r孜亨／帷研穴・に脊表／ています。ま1・、

・検査心理学と押問～理字。て、．・タ・・却にr承育科学叢

書・（岩1皮・書店）の中に書1・1・ています。打1，／糾年（昭

和9幸／、rノ）望字砺穴。第9巻に・競技’て対了る態虐．ハ

測定」！いう論文を書いていまザン川、アンケート
調査11サス／ンの予汚亨銅し11研穴て丁。
 当1子・いま／人の大物1ユ、家祇育六⑦吋寛一μ
です。グ乏に吋研穴所をつく一で、多い孜育アスけ
いろ、、竹テストがグで研穴し、出版しまけく。今
日τぺ、テス．トハ剛柔では一番の出版社でザ叶寛一
札圭は、大τパ号1て「孜育的測定学J 言あらわしていま
す。

 叶化生は・大正／峠に古賀元圭と一稲にアメ／カに
留学し、イキ／スに竹つマ、ゴル！ン研宍戸ケに礼学ん

でい打。軍柿・、し程学にお17る錬計数チ里的㌻チシ青を、

斎透あるいは普及マゼ1て人ヒして1ま、二qノ。ラー番に苧
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ヴるぺでしよう。㌧教育1ラ測定学。げ正・吋に、「秋吉

1ラ統計丸亨・召和／3寺に土しています。

 岡卸踊六郎豪大赦援パ敢亨測定活・、ス帥菜広島丈
理科爪手放捉つ「和熊測定活・バ、昭和ノワ年ぐ一らいドみク

ます。

 吉頁大生1ユ／9κ牟牌和・・刊、「応用1碓学研穴・に

「国チ仰法晴解パー斧表！まし†㍍二．川ケス！．ン

⑦国チ分析泊を糸召介刊小寸⑦です。小バす一ストン
⑦国チ小机汚㍍本に紹介寸ト1て最初⑦いて“す。／lだ、

一律にはあまり関心バ狩〔㌧舌・い一でよlk艮い3丁。

 ドボ、当8子⑦広島丈哩尺のへ理芋専攻名¢咋には、広

島高等師範で教学τ専攻しアて人バ何人七いまし7・。こト

は、言質江生バ高師七房（えアてニヒ・⑦影．饗によ6寸ωと、そ・

い‡了。 イドて、広島文理尺学では、国チか析法を、 字

圭の宇請て“取ク上げ3人1しい亘しア（。イエ中で、杵に牧

齢タ㌻才育邑バあ一て松本勝君1く、国チ小桁玄を大いに研
穴しましト。二の人1よ、新後に広穴⑦助予＝に㌻りまレで・

バ、怜しい二とド書死にしてレまいましト。
                レ 私は、曜和7年ヵ＼ζ海軍根球ゴ研．λ所ヘノ＼ソ、海軍⑦香

秤舟わ適性テストい＼訓緯ジ竹ビの研ポ／てい
れ11・で・アフ研穴に．雅す！牧酬㍗測1、常
に衝恵していましk。わ間に、田村けビ⑦・朽導礼
蔓けれ1てし、古卵生⑦研穴に1ユ淳良｛払うてお／ま

しでて。同チ分祈が香解・1でついて斗勉碓しまレτて。

 †一ス ト ンの 「ベフ ターズ ・↑ブ・マイ ン ド」 ベノ938

外出版廿ましfてバ、海軍で、和ど㍉、餉汚考を員
うニヒに努力をしておク皇レ戸て⑦で、軍ヤ前ド羊し1ビ毛の手

元へ八・プまし1㍍こい一生懸樽い～覚えバあソ
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暮す。

終戦間際ごろ、海軍扱術研穴所ド、牧田稔業吋療公
平君 （ダ芝1て日六枚夜フパいましプて、

 イの〆乏、松本・騰君は吉賀先1圭⑦チテで’丁カ＼4、 古賀未

生1・ら因子小柳が学〃灯ア1く・海寧1香水写夜の敢
官に争・リまして㍍終戦ユ幸前ぐらいのことでIす。イして、

精米字稜い！洛雫担術研穴所ハ和ピいピろ十、勉学
Lぺ1州て派左利し㍗ましアて。5力∂ほビ孔いま／fての

で、イの間に、1㌧は国チ力＼析滴毛学ひまし1て。

和とい実蘇～理所穴郡に1ゴ統計1／王・〉いいバエ
つま’／fて、イバノ、ヵ麻計計算は人海帥術τザ・ら、人，

手バ六変ですパよ1ピヤチ・徴困バ始ま・いで、第
三百十力笠従寸／・いカ・1、この調査列王で伎・マギ〔・ll

いヒ頼まトて、・・人ほど働いていましで・一グに、・十チ

六由ハ、～理学出二姉†ん格g人｛スル3人つけて紐、耐

乏つくつ7、人海軒術竹葦111バつく÷1リ！1て。

 ～こ〃研穴考戸には、べ1星学ホグ者い研穴婁バ1で

く㍉、ポ1まレア・一～呼に、牧田穣へ（榊乏に也諸科
学協伽星奉禾）、宇藤仏テペ峨後口禾牧移、倣育測定涌

⑦専攻）バい7、この廠計雅ぢ担当していれテニ。

 ゲで、牧吋生は、目チ分析出田いて、柿に膨
大㌻研矢作業者始めまレ作。軍彬差に、オスク“1ンド⑦セマ

ンアィッ ク ・ディフ7 レ’／プヤ ル活バ出まし7てバ、 牧田

君の構駕はほぼイ1しと同ビでみほし7、日本の人格表

現州容詞汁／†ん象川、伽言草⑦間⑦相関條軟
亨い、ハし亨因チ小祈す3と＼’・う、いてわ・く膨穴各’研
戸  ・

八てしτ（。

 ます“相関表②マい／ツクヌは、縦種・〃個ぐら．いあ3
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一です。わ国チ向＼祈ハ計算㍑享計て・すいですハ
け麦τ了。ノ州のコンビ少一夕計．算用わけバ違いま
す。

 こ・1しそヤ1‡り終秤間際φこヒですバ、家人の匡宇青pω

ナ胃け三郎牝圭バ・／g峠（卵／・利に「ケ数例のま

とめ方」という奉毛虫しれhい紙七ない呼水です
1・ら、何郡っ／らl！い・和／μん。耐グ麦に㍍いし

11本にトています。同！・年に、任純一郎先生（現存
せ諦科学協分合辛いく、r教理叙計学パポルましf㍍
 牧田君1なごトらに強い開山芋掃て、ニト宅扱石†のチで’

毛徹底†竹rアトほい仰いピい本のフと㌧トく
3二と言、増山札生を訪問しマ詐術得い、わいけ
い／㍑教わっいして、ト⑦コピイつ／ク 青既、
バヒ㌧ドつ1てので’ ｷバ、小屯テキストに・牧田講師。
バ、ぺ里学出身で’予備士官に与㌧マ虹属ルてポ1著い人

人11講義れ11パ、私は覚えマい妻子。
宇揃には、ノ雌学吋に、！ユ1／、七夜定の概念肘ト

つ1てヒ足・い打。増山†い「グ敦例⑦れめ方」吋
には、〆梗定けいろいろケ伽庚定バありまし1・。ま
r二、実験計画浦バ丘べいしていましで（θ実験計亘涌は、

科ゼ毛〔耐朴祈しい一わ方ズあ／ま／卜今グ麦はわ
トわい実、瞭石苛穴1てすべてこ1㌧い拝“べしレしま！

llバーわ時間’けく於戦11～まい・。
終苧ヤ間際〔ま、尾高師碓へ、清水残穴師竹ど牡小学

バ・②協力で、杜分詞査桝仁わ始めまし1・バ、l
lレ孔、実際rはあまり進まゐうちに然軒に宇りましブニ。

二1しに細げ研穴費力中1・1、秘に、久柳敏一池
内一一牧田稔の1ゲ字～に、戸1リ行舳、尾高師雄へ
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！て’せ誘ヂ1学協ポっくいとにいjましll、

串柿fユー杜分調・昼1ぐヤ1リよ1箏汎で｛ハーけ
けです。禾、リ、終砂時ド杜分巧調査プリ峠パと、
憲兵隊1・ら文句バ川まし1・。ネェ分状態を調査す3ニヒ

自身バタブ㌧ポー1のです。
戦前で寸、簾杯純計パ面でに、生．産宇多調査の場合に、

寸ンプリンプ浦㌻ゼ統計学バ等八寸ていまし1・。小、
雌学巧詞・査で1領1け小11理解刊レてい壮／一て／11、

靴乏になつて粒代同査バ姑3、て、よけ．く↑ソプソソグ

が一㍑磁立しη1ωてザこパユ．べは、牧田化生
バ話すこりてま¢皇しよう。

戦伽1は、ぺ里穿のれ教1確か析多岡い3二とバボ
／脊尿しまレ1て。牽欠州中恵ス教授、牽京孜市大の岩

原祈へ郎敦援4一ヒバわ九舶て川ま／fてバ、最近、
     ＼相次いでてく㌻いリしまいれで㍉ハしで、暇ば・牧
蹄れ慶応穴わ叩牽六郎・孜授ル1ハ・1、榊支巧1ヒ
1ゴ開いてくトマい。

 以上です。
岡本 乗チ先生バ直梼関尿しrて小野の．産業べ理宇1てつい

7、戦役巧お誰＜，グしていτlIl｛けr・らヒノ忌1のですバ。

青チ勲．彼の和は、労働省ヤ人事院で、行政小字を款
幸していて、研穴礼数穆竹1・、1てのです。
岡奈  広島へ孝†あ＼〃レアてのは何年ですい、

素チ終榊乏6一ク年！て1・げず。広島人亭へ行一で、
産業斤Q関係でモラール調査亨レて、イq日チ小所をし
て、学分脊表を。〆ユ！ハ／・、

 まけ島にいる間に、！シガン欠字の社分詞査研穴所
に、フルブ’ライト師穴員て’一！孝考（りまレアて。イニで、力
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1一ナハ・国サンプ㍉しノi市場調査ソ）／寸争や、調査分・所⑦

方ジ青多・ど亨学んで一アましア（。 こゴτ？七言紡科学協会で役立

てようと考．えいです。

 いまノっ、同所穴所⑦グ1し9ブダイすミソダスセンタ

ーゾリ・ラリー講師バ、グラ・セすりつグ1しダイ研穴ヘ

ボれいプ1・竹解説書亨つ／－1てパ、以前ド子に
、八月い喜！1・バ、簡軍温．ゴマよ／わハけいで・いい

で丁。ちようヒ・杯矢・己夫汽ハミ1。がソ六ド率ましいで、

同君毛学帆てハラリ・一を卯て孝舌を閉で、資朴ハ1

いま／l・、什で／和〔すあま！よ／わ1・4州rい
で了バ、ダ麦に、早細大わ生産所穴所で、け剛禾1／一一

致写肩の五百舛菰授にお・願いして、クし敢えマヘつ一1く

り、一冊穴して七いアて／／まし1・。レ1・し、llしに、7

ノりつで寸心程写のす面でメ3ソ斉尿しケいよう一で寸。

岡本先はビ吋話で、諦っ1・才；引・し1・いヒ足いま丁。

洛箪技術研穴所では、礼・一はらパ各軒術ヒいうお話τ

したバ・一‘．I。

兼子 練計計算。閃係では。

岡奉価／の計算櫛というお諸バあ／／まげ。
兼子 タイヴーです。

岡芥タイガ㌧1現前ハ㍑、、トんです1・。

兼子靴前ハらブつとあツれfて。訂算尺りイカ㌧て・
ず。イノ，iデん’ユ九㍍ん依っていまレ…小ど叱、タイ

が一計算機というのは、搾↑カリザ／ソげ打つです。
細根術研行所て■遁動べにいはしll。電動～土ビう
いう型争小。仏ニノ、には自分で’ゴ計算レか／いま
しブて一ので、覚えていまゼ／〉。

岡本宗昨今学φ研気室1ユ1わ｛レハ〈一にろま
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で、計算尺いイ．刀㌧ですハら、遂朴パク急一いで了
怜。

兼チ〃、カード。ヌアムレい一マ、ザヘソヒハ1みll

いr添いていくやつ。

岡奈ソーターで分ける。
兼千歳計数理は、ほとんどソーターでヤ、ていア・。

 海軍吋で1ゴー／～チ／てクドにつく一てτ々とい
うよけ形ハいはや一ていれい“しll。イういバ
バ皮．。ていfニピろといえぽ、練討句い・、餌行ドや

・ていア1ようですバ、一郷ラに1ユ、ソーターザ／吏っマ

い今rザーτ二。プドぴポ／レゾー←、六をあけマ、棒誉

彦！てヤ3才清にパ1てよ1ですバ、和ビ九は使い妻で
んでし亡㍍全都チ華言†て’す。勺〆ドラか頬す3α寸、全

部目とチてIやクまし1てρ

岡本タ1圏伸饗iま主として芙・れいうニヒでしrて。
戦前⑦ほい⑦学問iよ、 ドイツハ影響バ強いわワですバ、

／雌学は・・…一。

茅チ～理引ま、理論面ではドィツバザド！マいまし
て二。スター1一ユW・ヴγトでしょう。ハしいらイでリス

に礼行き、アメリカに・渡っマ脊雇し、7メ1ノカヒドイツ
バ並列！ているハ、こうてい1てわワです。産業～理ヒ1・

放育！・理牛ピの広岡面τ■ユ、アメリカバτ一．ヒ座んでし

ア（。実．蒙～種1や理書宥～理では、 ケシ〉 ダ ル1一 ・サイつロ

ゾペ’とと、ドイソの方バ優位ア～。いでザ
岡奈 高木貞二穴生の講希㌻とで開くと、アメリつで礼

勉残ル11叶け、トハ⑦影’�E1・ゲ！5重いよ1で
すね。

華チ  イうですわ。あっ．人けアメりヵのティッテナーg
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Ylろで’ ｼタを篠ガブ1ρてI－1’。

岡ト イうてIす仁。

素チ神前⑦へ理学て一ユ、ドでツ⑦すバアウデミシクに
1コ主流といつ11建／一バありまし1・。哲学㌻ど⑦約饗でし

ハ仁。昭和にくケスIllユ、実力1ラ［ユアメ1わ才
バ上ブ～っブてヒ尺います。ナチスに左トトて、ゲンェタル

←氷イ者字一ビ七宕7メリカに彩、てしポいです1・
ら。

岡奈 清軍にいら・しヤーブ〈わけでTiブ1しピ七、拒術郡

穴所τμ、ハいう学名・）研穴プ’けで李・／7、掃同、配

置といつナ1ヒ．こノノい実際の床ポ、いろいろ仁てし・
たたフ1プで万カ＼。

謙チ イうでマ。イいは和ど千バ．入る前’二、航空車丁イヒ

ヵ・、特に一兵隊関係⑦テスト、大王7〃9寺ぐ・らいわ＼ら一

策／次穴軍わいにブメ1〕バアー1一テヌトイ⑦イ灯
～理学けいに汀刑しいい1話1く日本〕玄わつプて、

イ1小刺ポ受けて、松け木部穴まバ、辞⑦伽頁7・
：違白書亨・出してぢるんでザイパ基礎に！て、大正7

寺〔ま海軍の中に、ゴくケ人数ω寸②です171じと斗、実
、瞭～理研穴11／㍑いうカベで予れτ。。

 六τの殺わりごろク＼ら、海軍大写へ八るり一わりに、・士

官に、多幸／人ブつ宋末で心理学を字はヤましで二。この人

f・ちバ海軍植術研穴所㍗1・実、蘇雌の研穴む素1↑て1

逓信兵の梓岡テスト←ビのイ士事‡してぐていましτて。

 和バ㌻各軍qイ支抹ア石†穴所にく一 f（ヒさ1よ、 こうレ†二前件

名バ8人ぐ1フいいまいて。オフ1しわいより七／ダ率ぐらい禾

㌢力人アてちて“す。こ、1）士官にちは、時局がド1、ビん緊迫

／て予て、海軍七拡張し出ハ、ケ衛根術師矢所に琶
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いておく1っ1ブにいφ咋い。い・し、適性珂穴刈上等ち全

くヤ出1・川Hい5・舳いいτ、二1しけf百に亡η／
l・えるピて、最ネηに私バ入一いです。グτ、以前
1・らの秘館⑦μ辛バあ／ましに。什べ、羊わ関係ド

けτ㌻く  扱術研穴所は、本来い海軍工廠ハ閃係です
り・ら、「今序は産業／）望関係寸ヤ1リという二とで、雫望

バふえてく3こいポ／れて、一㌻1’／、／～／小風穴メγバ

イふくし、組織伐灯3二げ各・1ノま／l・。

岡奈 ハいう1；1うにルーナンピてザ適牡検査川二い
争、寸。）バあ・って、 イひ二》は、ほゆ＼への普及λ7〈い与・二

い“ ﾍ影響、カつ〕、です1・。

暮チわトわ1州ぺ㌧ているニヒ毛、一雄⑦学平ゲ／砲
へ広げてい＜衣η等バどトぐらいあrアてう、というノ麦、で1コ、

あまりかい一でてと良います。学界は7カデミ・ソフで、応

山狩碑部門にあまり剛ぴ㌻11でTl・1ノ。1＋、符亭ヤ

ごろにな一6と、叶めて大ぜい川U里学か1い協パ
受け3ようにH妻〕・。ま1・、洛軍）チ循±宮ピ7、
大学バ理宇手わ学生バ、ボゼノ、1、二・・人1事ど配属

↑トまし1て。h人・は、手戦に㍑く遂．括｛し、協力

寸し合う面い／ます。こ吋～、戦後川穆学界1て
すぐH二人rてちバ多＜育ちましf㍍
岡奈 降軍にす同ビよう㌻機関バあつブて／yですカ＼。

茅チ師・1号ごみ、海軍バ航空車ナ主を土清でボく枯

めゲ生、降軍離惟研穴けら含rけトはレ、重厚ナ亘
男氏バ穿頁ま1して・急いで伽まし㌧海軍バ1プイ王
†｛・ζ拷めいし・ていト違いバ川打。
岡奔 社劣＼学のノザ好ですと、神色守に、 軍隊紐瑚の研穴

用言とんピ合・くて、むしみ祖占領地ヒいいますわ＼中国
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z4353

い・、洛南と1・、仏印い・ズの音瓦調査ピ・います1・一…。

孝チ 宣橡工作亘。

朴ハピ1形で⑦ネ土・分級紳州・穴みたいいバ＾
llわワで了州けガ／に11里亭ハ場合は、目内でむ／ろ1画
ヰ室ヒわ＼、ニヒラ’ノレを『ん少＼一一・・い。

泰テすでにケ！述べましf・バ、最終段階にガて、｛

1役術外研穴1！て九ビl／ようけい。終納家を
れ含二＜マはグぬという諸バ山マぐマ・実大・高木牝
生ヒ、労働ジわ末弘厳．穴祁先生バλ．人を中べに、和に

いせ話役τ、1い里学…てス！。、哲学†、麿吏や、杜
分学㌣、経済、改作②杜づ＼手十字系フー汽茅肩的先生方大

ぜい亨館研穴ゑにお願い／て、戦争／じ穆対陣本邦ヒい

1組織’いく／ま！1二、ユっ・っg研穴グループバ、実

際ハ調査仰穴にむ1ま／ましr・べ、域筆けいま3に

終戦にポ1ましに
肝一般へ⑦竹とい1ノとではあま／ボ合・影牡い
，と！てキ、榊し大村養かい1ノとでは功績バあうい

で丁い。

茅チ葦か仁一～・ど1へ人材を散ら行いで、
研冷乃便宜亨与えア・ぐ㌧いの二りすあつ1・ヒ足い去す。

イの人fて引ユ、1冒予は 「う各軍⑦碕索」 ヒいうて、ぺ理学

力関／象τ1ま．六字を問わす“．各方面に角バrマ浮動レでい

まレf・。

 ρボ川穆字パ乃数理、統計⑦応“研穴の木率毛稚
括詳解！てみい、イ引ヌは、ゴ’ルトン研穴所のよう
に、パ’ペフ開発しいてマ1・ら、姉1てつ1くあり打。

アハつは、ゲ1・ら敢わうて佑まりてい6川づバ、実
際⑦研穴活動勿上ではイでりヌよク上て’しょうθ臼奈で
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は、知識・孝八ぺ紹いノξ．では、ク、ハ芦／トプ沸μ

しマ汁ヒ艮い㍍。い・しい㌧、実際⑦適嗣や開発
研穴ヒい1面は弱いい㍍。敢育閑俸で、孜育測定清
’ユり・㌻り普及！1。知識に←、でいま下し、人言ペテスト和

川普及！マいます。軍柿でHいんテスい衛一7、
伶勺測定み1てい少いは、実施面ハある程度いってい
3し1二。海軍で毛、各科。疋願兵力炉飛測定い＼体ガ
測定kあ＼、1直技4交査に行わ1しまして（。産章界てゼ・し1直性テ

ストケゼいわハ3レいく・1れんど斧序しマいまヤい
榊乏τ寸、口芥リクルーけどで遮惟珂穴バ／番わ1レてい

3亨バ、マほど進11ゾてい3りユ思えまゼし。

岡本 セ論調査は、斬新1ユ／‡けビ行トれ7いポいわけ

でη急。

葦チ世論調査はいけゲ〔いヶいといえまザ
岡本  ヒプどこ刊同†1し6の1コー壮丁詞章ヒいう｛バあ

l／3すわ。川｝国バヘ7いトんです～
・兼チ 降軍バ徴兵検査の折にくづマいててわけです。身体

槍査ハ祈に克見調査のよう伊寸ハ亨やっマいまけてバ、
     9あ1しは全則てへてい不十けで1ψいようで“ザ
岡本 全員では少いようで丁紅。

兼チ 直当字すンプ1レでヤ、マいアてよう、で丁。全員1てや

3ヒしllけ童箏季ですぺ／へどうい1すンプル方
式τヤりた州・はい・は・いです。
岡奈 牝はビお享舌みつ仁ように、心理学では態度測定⑦

尺度についマは茅キ前方＼らいろいろ牟蓄積バあ3＋うです

けトゼ孔、サンプリングにっいてはほレんビ少いのです
わ。

葉チ少いようです。
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岡奈 戦前λ息昆調査．みアてい㌻千カで、わグわクバ目に

する研衛足考はほけけい。壮丁夜査以外トは、車六
字孜学杓崎先笠峠・わ研穴。宗孜章’冝I1・、茅イ動恵

試い＼断片的ですけ吋七、有テあ1ノ打わ。
兼チ r／・理学研穴・・グ弩州⑦衰糸バあソ灯。

わチで・縦調査については・パ1嘩げまレト。ネェ
令調査によ6研汽㍉全容各・いわけで帥一い。「足飛調査に

つい7・ヒいう符・隼バあっプてクして、調査しアて礼のは、あ

るφててバ・い・し、廠射的歓ノξ川あ5論文ヒい㍉州エ

はピ。ビ‡・いです。

教育1雌学巧方面では、社分詞査の．れ方て・はケく、

チ細研穴という奄昨今いて・、ノ〕、学生ラ。・人Iて打しマフ

ンケードゲてパ1ら二1い1克見て一あ一11、ヒい’ ､

七のにろリます。

岡本話は火レ変わりますIルリ、朱圭バ家六川理
へ」〈〕しでて⑦は冒呂和3寺でわ・。

兼チ イうです。

同ザイグろザ船の～哩苧のイメージ吋・う1～つ1て
んマ“すカ・。「／U理学科Jヒいう名前は叱うあっててわけτす

わ、

素チ1え、州まげ⑰心理学科ヒい1引ま、ノじ理学
・実。綻室を、速てllと戸に松け左1く独立†作。い前

は哲学⑦中ザ分野ヒい1手げ勺1巾丁で可。
杜全学はい小し独立②学科け、1。ので・しようヵ・、

岡本 講座自体は古いですけトビ毛、「多科」に各・、τ二⑦

は新しいんゼヤ多・いでい・。戸田租圭あ仁りバ最初⑦・・、

兼テイがテ期は．おゲ／一箱を⑦でしょう。叶ま
では哲吏丈ぐ㌧い・大沽一区小けい・多・小、ブて。
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同条いニノ1て“ザ、杜分学とい1⑦は何け3学問
ポあ・、〆般⑦人ドは全狂イメ’ソバ吾㍉＼フニ1・フ1丁τ’すけ

1τ七千、！雌学1ま一・一一・。

葬チ！じ理印ハτけ1・つ1・で／よう。仲は索駿
心理字とい1二とでしょ1。で’す八ら、中小は生理学の

よ｝いてある1ぐらい⑦慈げつ1てヒ氏います。杜
、4＼～理一学ヒいっイメー1！／ま手・ヵ＼、kのτす。7一ノゲート

調査でとい う騎で・は実陳に乍ら㌻い。 ニトバフカデミッ

ク㍑メーゾで、一方、せ間一稚ハ頼写では、催眠術ど
わ・、人⑦～4読む熊カビい、戸てイメージ。

岡本グす＾、末生七、章初は実蘇～程学榊・二と
をヤってち一しブてわ17でη・。

家チ グで丁。
岡奔イペろ1幸、．社会・N理学的仁いぼ、はり一咋
1一一ケ下＿てい㌻グノてわけですヵ・、

孝チ  しトし、和七七バ八rアニヒ†〔工、筆田方蔵朱圭
は存分～理学⑦講毒を符一ておいしでてで丁よ。

ネェ柵師〃奈での、あ3いは／1国まで“寸令わてr
すバ、大冒芥図書で由しマい3，rネ外1・理学パい1表

題の叢書の最初αノ章で・日．ト沖～理学・歴史ル
い〔パ科バ書いています・簡雫H・ですワド・’斗、

イの中で＼杜今調査1てついてけ刊ま綱トまし1・1プじと一

斗、易まリ許／／打ってあ／圭せμ。

＝岡奈 職後は一～理学そ企業宇ビで丸いろいろ応同て（

3ようい㌧1＋げでτけ1しビガ率ヤ前は、．応嗣すき主

体としマ1ユー軍ぐムい／、1・い・・たわワで衛㍉

家チ あハ呑rハーブニヒ彩います、一呼、産業山程も汽
間0）合業バ科ソ上げ由しアて時期バあっブて⑦ですけトビ七。
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岡奈 いっこ“スです1・。

素チ大正末ぺ昭和巧初期バるまでの経済片平朔て・
サ。まド琉制経済的言『毘一想バ、八。てこ㌻いラちです。

 冒奈堆葦は、いいはアメ／カハい勧響㍑、
hて！よ1。賃金制度な／・1＼請負割竹ウエージン
ステムナ／、ハバあうト、イ⑦二るで’方と、ドろいろ女能
字問題ア～い・公ルμ・いうφバ、工夫次芽でヲト牢に動力・

レ得τ1わけです。い・らヤ3式Hト7、いろいろ呑・
従卒1雌学といういバ由7汁けです。仰にカ・ハ
ろうと！ているぐ二いのうちト、賃舎制度い・七航制1ラ

細にポて！まって、お柱れ同ビよ片目良絵幻㌻
いに切／1・プい／まつ1て。イ竹ハ、税率風穴
七ケくケっ7しまいましfく。

岡本ハすれ、能率研穴∀いい打わ・、ハいう作
業所穴み1ていHのは、針τストップ！㍗慈けんで
Tい。

兼チ ヤ⑦よう宇徳レ・τすね。

作業所穴、晴間研穴という形で・1条にくづマ汁テー

ラーγステψ作業管理。什1・件つマ賃金窄理香・ど1、

弔問合亨書、海軍工廠ぺ国錬外／バザドし7いブψ

でひ一⑦中に直惟門馳あわて｝・雌苧バい
1小八一て伸びて†てい1てわけです。和ど九海軍稼術研

穴所々州理研六七、いけはアストり＼手際巧
訓律い・、ハいう方て“スタート1てい1ていいて’す
バ、チいべくってヵ・らは、工場の争の作業所穴、工員的㌻

研穴、竹業僻研穴け一マ／l／ヒい1・よけ二1で・
研天真勿か担毛分17、術科学才交②教育訓縛を研究す3人、

拝嗣弓テヌト研宋キ担当ず3人、知覚実、練すゼをヤ3人
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と各郡門書分けて、いλドネか所尺を同呼並行6ラに五ハ
3よ1に／ま／lて。二う／マ作業所穴い・、稀糾所⑦

ようケ問題亨や3班をつくソまけ・バ、斬昨紐制バ違む

け山てしまいまし仁。
岡奈グ㌻でに、大か時間も過ぎてお1はすので’、こ⑦

辺に／トいと思い灯。ビうけリバいご甘いましに
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